
平成29年度

　　　 海蔵地区社協　福祉部

　　　 海蔵地区民生児童委員協議会

　　平成２９年度も早や終了を目前として福祉だよりを発行させていただきました。

　　海蔵地区社会福祉協議会の方々と話し合い、年度の終わりを無事むかえられた事をお礼申

　し上げます。

　　保育園児・幼稚園児と高齢者の交流会、地域の皆様と共に福祉体験教室、福祉講演会等を

　開催でき、多少なりとも地域福祉に貢献できていれば幸いと考えています。　

　　このようなことを積み重ね、次年度からも更なる地域の皆様のご協力、ご意見を賜ること

　ができれば、講演会等地域福祉の充実につながるのではと考えます。

 　 今後もよろしくお願い致します。 部長

平成２９年度の年間行事予定を下記の通り組み、実施致しました。

山手中学校生徒を交えて福祉体験教室

海蔵保育園児と高齢者との交流会

海蔵幼稚園児と高齢者との交流会

海蔵小4年生と土鍋による炊き出し訓練

海蔵地区文化祭にて福祉招待席

福祉講演会（聞き上手で支え合おう）

福祉だより発行

海蔵保育園交流会 海蔵幼稚園交流会

平成30年3月上旬

平成29年6月29日

平成29年6月17日

平成29年10月17日

平成29年11月13日
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「おじいちゃん・おばあちゃん肩たたき気持ちいい？」

平成29年11月26日

平成29年12月9日

　　　　「南京玉すだれの曲芸を教えて頂きました。」



保Ｐ代表

   平成29年6月29日海蔵保育園にて地域の高齢者と園児との交流会が開催されました。

  まず、園児から歓迎の歌のプレゼントがあり、その後は2つの小さな貝殻に思い思いに好きな

絵をマジックで描きゴムで一つにまとめて、紫外線に反応するピーズを付け,色の変化を楽しむ

工作をしました。完成した後は実際に太陽にあて、ビーズの色が変化する事を確認しました。

園児たちは大喜びでした。

　その後の給食会では、食欲旺盛な園児たちに微笑むお爺さん・お婆さんの姿がありました。

　私達役員も本当に楽しく思い出深い一日を過ごさせていただきました、ありがとうございました。

中Ｐ代表

　平成29年6月17日山手中学校にて1年生の生徒221名と地域の方々で、福祉についての

研修および体験教室が行われました。協力して頂いた事業所の四日市北包括支援センター・

海蔵在宅介護支援センター・ユマニテク・日本ケアシステム・フランスベット・ハートケアサポート

の方々、地域協力者の海蔵地区民生児童委員・若生会などの計76名と合わせ計297名で開催されました。

　四日市北地域包括支援センターの植松さんからの講義を受けた後、歩行器・今昔クイズ・視覚障害者

疑似体験・認知症理解・車椅子体験・キリトル（伝達）・身体障害者疑似体験など各ブースに分かれて

体験させていただきました。

　各ブースで体験が済むと一文字ずつ字をもらい最後に「きづきはたいせつ」という言葉になりました。

福祉以外でも気付く事は大切な事です。とても有意義な時間を過ごせ、参加頂いた地域の方と中学生

の良い交流の場となり楽しい研修会となりました。

『 福祉全般に関わる研修と体験教室 』
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海蔵保育園児と高齢者の交流会

聞いてくださいね、お歌うたいます 　　お歌の発表とても上手でしたね。

楽しい工作

出来たよ～

山手中学校1年生生徒を交えて福祉体験教室



幼Ｐ代表

　平成29年10月17日海蔵幼稚園にて、園児と高齢者の方との交流会が行われました。

　ホールでは、園児のダンスの発表がありました。次にゲストの方による南京玉すだれを見せて

いただき、飛び入りで園児も参加させて貰いました。

　お昼には、福祉部員、民児委員の方に作っていただいた、カレーとデザートのバナナをいただ

きました。　地域の方と、このように交流出来るのは、公立幼稚園の良さだなぁと、つくづく感じ

ました。これからも、是非、続けていただきたいです。ありがとうございました。

昼食の準備中です 皆さん揃っていただきま～す
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海蔵幼稚園児と高齢者との交流会

「お爺ちゃん、お婆ちゃんと手遊び」 南京玉すだれで「ハートマーク」が出来ました

認知症の理解 車いす体験

高齢者疑似体験…足に重りを付けてます 歩行器歩行体験…手袋は指が動き難くなってます



　11月13日海蔵小学校体育館に於いて、4年生127名が20班に分かれて土鍋を使ってご飯炊く事を教

えていただきました。講師は「みえ減災啓発支援ネット」の皆さんです。

炊き出し準備から後片付け迄、子供達全員が行いました。

私達民児委員は水加減や火加減のアドバイスする程度で

一緒になって学ばせて頂きました。浸し時間・蒸らし時間

を利用して地震についての速報等映像で教えて頂きました。

　平成29年度の地区文化祭が、11月25・26日に開催されました。当初10月28・29日に予定されて

いましたが、天候都合により11月に変更されました。福祉部・民児協ではお一人暮らしの方に

福祉招待席の案内状をお渡ししましたが、日程変更により参加者が少くなりました。

　参加された方には福祉券とお弁当を配布しました。午前中は体育館で子ども達の演技や演奏を

楽しんで頂きました、又　展示作品を見て感動して喜ばれました。午後からは一般の方々の踊りを

堪能され一日が過ぎました。次回もお元気で参加して頂ける事を、願っています。

  平成２９年１２月９日海蔵地区市民センターにて、傾聴同好会　北支部代表の平田様を講師に

招き、福祉講演会が開催されました。　　

  傾聴には、「話し手が主人公である事」「相手の身になって共感しながら聴く事」

「反論や批判や否定をせず相手を受容する事」　「相手のペースに合わせる事」

「守秘義務を守る事」と言う５つの心構えがあり、実体験を交えながら、わかりやすく説明して

いただきました。  

　傾聴のコツを教えていただき、人間関係づくりの大切さを学ぶことができる有意義な講演会と

なりました。
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福 祉 講 演 会

「聞き上手で支え合おう」 　　婦人会代表

講師の平田さん 聞き役・話し役

　　海蔵小学校4年生と土鍋による　「炊き出し君」　体験 民児協代表

地区文化祭 民児協代表





の方々、地域協力者の海蔵地区民生児童委員・若生会などの計76名と合わせ計297名で開催されました。

　四日市北地域包括支援センターの植松さんからの講義を受けた後、歩行器・今昔クイズ・視覚障害者

疑似体験・認知症理解・車椅子体験・キリトル（伝達）・身体障害者疑似体験など各ブースに分かれて

　各ブースで体験が済むと一文字ずつ字をもらい最後に「きづきはたいせつ」という言葉になりました。




